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 NHKは、特別なめがねをかけなくても自然で見やすいインテグラル 

立体テレビの研究開発を進めています。今回、立体テレビで再現する

空間領域を従来よりも高品質に撮影できる、多視点ロボットカメラに

よる立体撮影技術を開発しました。 

 多視点カメラを用いた従来の立体撮影では、水平方向一列にカメラを

配置していたため垂直方向の視差が得られず、立体像に欠損が生じる

ことがありました。またこれまでは、カメラの画角が固定されており、

被写体の動きに応じてすべてのカメラを同時に制御して立体像の再

現領域を撮影することができず、立体像の品質が低下するという課題

がありました。 

 今回開発した手法では、ロボットカメラを正六角形状に6台とその 

中心に1台配置し、中心の1台のカメラだけを操作して、その他のカメ

ラを自動的に被写体に追従させて撮影します。被写体の位置や、中心

のカメラで撮影された画角に応じてインテグラル立体テレビの再現

領域が規定され、適切な画角で撮影される7台のカメラの映像から、

垂直方向の欠損が少ない高品質な3次元形状モデルを生成できます。

このモデルから、実際には撮影していない角度からの映像も計算処理

により生成することができ、撮影対象が移動するスポーツなどの立体

コンテンツの制作が可能になりました。 

 この研究成果は、5月25日（木）～5月28日（日）に開催する「技研

公開2017」でご覧いただけます。今後は、カメラの高解像度化や3次

元形状モデルの生成手法の改良などにより、より高品質なインテグラ

ル立体像の生成を目指します。 

 

多視点ロボットカメラによるインテグラル立体撮影技術を開発 

～ダイナミックに動く被写体も高品質に立体撮影～ 



（別紙） 

○ インテグラル立体テレビとは 

微小レンズ群からなるレンズアレーを用いて立体像を再現するテレビで、特別なめ

がねをかけなくても自然で見やすい立体像が見える方式です。 

図 1 インテグラル立体テレビの基本構成 

 

○ 多視点ロボットカメラによる撮影からの要素画像生成 

インテグラル立体テレビの再現領域を適切な画角で撮影できるよう、1 台のカメラ

の操作に応じて協調制御される多視点ロボットカメラで被写体を撮影し、撮影映像

から 3 次元形状モデルを生成して要素画像に変換します。これにより、撮影時にレ

ンズアレーを使うことなく、動いている被写体の要素画像を生成できます。 

図２ 多視点ロボットカメラによるインテグラル立体撮影技術 

(b) 多視点ロボットカメラによる撮影 (c) 3 次元形状モデル 

(a) 多視点ロボットカメラによる撮影から要素画像生成処理 


